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W29a MAXIとNICERによる Swift J1858.6-0814のスペクトル
坂井謙斗（芝浦工大、理研）, 三原建弘（理化学研究所）, 久保田あや（芝浦工業大学）

Swift J1858.6-0814は、2018年 10月 25日に発見された X線連星である (ATel #12151)。アウトバーストは
長く続き、明るくなった 2020年 3月に NuSTARと NICERにより I型 X線バーストが検出され、中性子星で
あると判明した (Buisson + 2020)。同時に距離は 12.8 (9-18) kpcとされた。本研究では、MAXIのライトカー
ブで明るくなっていた、58880MJDから 58930MJDの期間のNICERのスペクトルを解析した。NICERのデー
タは 58913MJDから 7日間のデータ (exposure time : 4333 s)を統計誤差を減らすために足し合わせて使用し
た。0.6-10 keVの fluxは 9.9×10−10 erg/s/cm2で光度は 1.8×1037 erg/sであった。1.4M⊙の中性子星のエディ
ントン限界の 9%である。スペクトルの概略は、powerlaw(Γ ∼ 1.5)で、LMXBのハード状態と考えられる。ま
ず、中性子星表面を覆う、高温コロナによる逆コンプトン散乱と考え nthcomp モデル (Zdziarski + 1996) を適用
したが、それだけでは χ2

ν(dof)=1.60(441)とデータを再現しなかった。そこで、光学的に厚い降着円盤を加えた
phabs*(nthcomp+diskbb)でフィットしたところ、χ2

ν(dof)=1.15(439)とデータを再現した。nthcompのベスト
フィット値は種光子の黒体温度 kTbb = 0.44±0.031

0.030 keV、コロナの電子温度 kTe = 3.26±0.27
0.27 keV、Γ = 1.72± 0.01

であり、光学的厚み τ と yパラメータは τ = 6.3, y = 1.0と算出できる。また、種光子の黒体放射の半径は 8+3
−2km

と計算でき、距離の不定性を考慮すると中性子星全体をコロナが覆っていると考えて矛盾ない。また、diskbbは
kTin = 0.27 ± 0.02 keVであり、境界条件補正 (ξ = 0.41; Kubota + 1998)と色温度補正 κ = 1.7 (Shimura +
1995)を考慮すると、Rin

√
cos i = 107+44

−32 kmとなり、降着円盤は中性子星の半径の 10倍程度の位置に後退して
いると考えられる。この描像は中性子星 LMXBのソフト状態に近いハード状態と考えて矛盾ない。


